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A. 研究目的 

本研究ではロドデノール含有化粧品が白斑

を使用者の一部にのみ発症した個体差を分子

的に解析し発症原因を明らかにする事で化粧

品成分の安全性評価法を一般化する事を目的

とする。 

 

B．研究方法 

培養メラノサイトへのロドデノールの分子学的

な影響を測定すると同時に患者皮膚生検サン

プルや血液を用いてメラノサイトやリンパ球サブ

セット、自己抗体を解析する。 

また紫外線がメラノサイトの機能、メラニン産生

へ与える影響を検討した。 

（倫理面への配慮） 

 ロドデノール誘発性脱色素斑または尋常性白

斑患者に於ける HLA・末梢血リンパ球・皮膚局

所の免疫解析（大阪大学医学部附属病院・研

究倫理審査委員会 13421-2 承認済み）に基づき

患者より同意書を収得の上研究を進めている。 

 

C．研究結果 

尋 常 性 白 斑 で 甲 状 腺 抗 体 、 MCHR-1 、

TYRP2 対する自己抗体を認めた。ロドデノール

白 斑 で は 上 記 自 己 抗 体 は 認 め な か っ た 。

HLA-DR とチロシナーゼの直接会合がメラニン

産生を抑制する機序を見出した。ロドデノール

はさらにその効果を増強した。皮膚炎や紫外線

の影響でロドデノールがメラノサイト毒性以下の

濃度でメラノサイトに負の影響を及ぼす可能性

が考えられた。これらの影響にはロドデノールの

NF-κB 抑制経路が関与する可能性が考えられ

た。 

 

D．考察   

ロドデノール誘発白斑では今まで知られている

細胞毒性以外にメラノサイトのオートファジーの状

態が関与する事が考えられた。また、通常の尋常

性白斑と異なるメラノサイト異常や免疫学的な機構

の関与が疑われた。さらにメラノサイトに対するロド

デノールの毒性が紫外線で増強する可能性が明

らかとなり、紫外線ストレスへの反応性の個人差が、

発症率に影響している可能性が考えられた。 

E．結論 

本研究でロドデノールの個体による影響の違い

に関与すると考えられる分子機構・免疫異常が明
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らかとなった。ロドデノール白斑発症機構は単一の

要因では説明がつかない事からこれらの研究をさ

らに有機的に結びつける事により病因を明らかに

できると考える。今後、これらの成果が患者の症状

改善に繋がる事を期待する。 
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なし 
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